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インハウス動画施策を
強化して解消した2つの課題

導入事例

商品開発者自身が動画を制作し、
「費用」「リソース」の課題を解消
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島田 亜紗子氏
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「ロゼット洗顔パスタ」でお馴染みの化粧品メーカーロゼット株式会社。

1929年に日本で初めてクリーム状洗顔を発売してから昨年には90周年を迎え、

“洗顔のパイオニア” として常に世の女性たちに愛され続けてきました。

※ 1951年「レオンクリーム洗顔」から名称変更

今回は、ロゼット株式会社で商品の企画開発、販促プロモーション、広告宣伝の

領域まで全てを担っているマーケティング部の島田様にお話を伺いました。

※ 本内容は2020年8月にインタビューを実施したものです
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ロゼットが重要視する「特長認知」とは
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－  動画施策を強化された背景は何です
か ？

島田氏　大きくは2つあります。1つは、動画
コンテンツがここ2~3年の間に、主流になっ
てきていることです。SNSの普及によって商
品とお客様との接点が増えたことによって、
より商品の“特長認知”を促すためには動画
が最適と考えております。

　弊社の場合“特長認知”と呼んでいるの
が、“それがどんな商品かを知っていること”
を指しています。そのためには今の時代、動
画が一番じゃないかというのが施策の中で
動画を選んでいる理由です。

　もう1つの背景は、コロナ禍による環境変
化です。お家時間が増えたことで動画コンテ
ンツやSNSを見る時間が増えたこともあり、
より動画施策を強化するきっかけになりま
した。

－  ブランド認知というよりも商品理解が
動画の役割ということですね。

島田氏　はい。近年の傾向としてお客様が
商品を知るキッカケが店頭からではなく
UGCからという新しい購買行動が始まった
というのも大きいです。

　現在の風潮として販促を行う際に補填的
にUGCを作っておくのが当たり前になってき
ているので、その間にマス広告ではなく、さ
らに商品がどんなものなのか、調べた時に
こういうものだという答えを準備しておくこ
とがメーカーとして必要なのではないかと
考えています。

　“自分でオススメを探しに行く”という方が
さらに増えて来ているので、検索した先に企
業発信の公式情報、“特長認知”をしっかり
理解していただく“コンテンツ”を用意する
のが必須となってきたと認識しています。
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動画制作にあった課題を内製化によって解決

－  内製化する前はどのように動画を
制作していたのですか？

島田氏　これまでも動画はたくさん作って
はいたのですが、費用もリソースもすごく
かかる印象をずっと持っていましたし、
実際そうでした。

　絵コンテを出して、絵コンテに対して
赤字を入れて、いざ撮りましょうと撮影に
立会いをしたり、クリエイティブの提案を
もらい、その動画の尺を直接社内で修正し
たり。
　いざ、動画が出来上がった後の修正も
たくさんありました。動画を一本作る労力
は本当に大変で、膨大なリソースがか
かっていました。

　また、販促費があまりないブランドでも
伝えたいことはたくさんある中で、従来の
広告だけでは伝わりきらないものをどう補
完していくかという課題がありました。

－  動画制作ツール LetroStudioを活用
して動画の内製化をしました。成果は
いかがでしょうか？

島田氏　私自身もすごくハマって、凝って
しまいました（笑）Teamみんなで「こん
なのどうかな、こんな動画を作りたいよね」
みたいなイメージを組み合わせて作っていっ
てます。得意な人が作るからいいやというよ
りは、私も！みたいな流れになってるので、
個々の積極性やTeamの雰囲気にも良い影
響をあたえてくれるという新しい発見があり
ました。
　先日出来上がった力作が “江戸こすめ”
というブランドの動画です。独特な個性を
持つキャラクターがあるブランドなのです
が、このキャラクターがカクカクカクカ
ク・・・と動いており、LetroStudioの機能
を巧みにキャラクターを動かしてるなーと
びっくりしました。
　LetroStudioによって開発者、商品担当
者自身が自由に動画で商品の魅力を表現
できるようになったので、従来の外部委託
で動画を制作していたときに抱えていた「費
用」「リソース」の課題は改善されてきま
した。今は担当者が作った動画を見ると、
みんな「そうそうそれ！」みたいな納得感
が高い動画が作れています。

“江戸こすめ” の動画
QRを読み込むと実際の動画を

見ることができるWEBサイトに遷移します

もリソースもすごく
かかる印象をずっと持ってい



「制作、配信、改善、共有」のPDCAが
内製化を継続させるポイント
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－  動画制作のワークフローがない中で
体制構築される為に工夫されたポイント
ありますか？

島田氏　動画を「何に使うか」という目
的がすごく大事かなと思います。
 自分たちで動画を内製する当初の目的で
あった「特長認知」をしっかり伝えていく前提
で、どういう配信先、どういう制作本数でやっ
ていこうかというところにまず着眼点を置き
ました。
　そこがスタートとなり、既存のプロモー
ションに合わせて動画と連携して配信して
いくというのを考えています。

　例えば新商品が発売するからその前に情
報を発信しておこうとか、Twitterキャンペー
ンをやるからその前に合わせて動画をSNS
で配信しようとか。
　ブランドごとの年間販促計画は既に立て
てあるので、そこにLetroStudioを追加して、
リソース面も考慮しながら、私の方で月4本

の動画配信計画を一旦立てさせていただい
たという感じです。
　新たに動画制作をワークフローに取り入
れる場合はより一層、「担当にお任せしてタ
イミングのいい時にやってね」だとなかなか
うまく回りづらいと思います。
　はじめにある程度しっかり計画を立てて
「ここでこういう風にこういった目的で配信
する」というものを共有した後、担当者と
Team内でPDCAを回すことを念頭に改善
していくことが重要だと思っています。
　作って配信して終わり、ではなくPDCAを
回していくことが何をやる上でも絶対必要
なことだと思います。

　また、組織の中でこの作った動画をいか
に使っていくかというのをしっかり共有する
ことが大事だと思います。
　LetroStudioで動画を作成すること自体は
すごく楽しいので、その上でスケジュール管
理をしていればまずはうまく進んでいくので
はないかと思います。
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－  内製した動画は、実際にどのような
媒体で利用されていますか？

島田氏　現在、ECサイトやInstagramと
Twitterで配信してます。まずLetroStudioで
作った動画はInstagramとTwitter両方に同
じ動画を配信しています。
　基本的には両方を走らせて、Twitterと
Instagramフィード、ストーリーの3本で配
信した時に最適化を図って、一番良い方に
クリエイティブを寄せていく、という形をとっ
ています。

　広告配信は商品によってInstagram向きか
Twitter向きか、媒体を分けています。

　内製化によりメーカー発信としてわかりや
すいHOW TO動画と、UGCで “こういう風
に使ってこうだったよ” というお客様目線の
動画をさらに広告で配信してABテストを行
うことで弊社内での知見がたまりますし、リ
ソースやコストの観点でも勝ちパターンがわ
かってくればより動画も工数をかけずに作れ
るようになりますので、今後はそこを目指し
てやっていきたいです。

https://service.aainc.co.jp/product/letrostudio/

ロゼット様が動画制作が抱えていた「費用」「リソース」の課題を解消した内製化のポイントについて
ご紹介いたしました。
LetroStudioは、業界最大級のテンプレ数と柔軟な編集機能で誰でも15分で動画が作れる動画
制作クラウドサービスです。
LetroStudioのWebサイトではお客様のインタビューや実際に制作した動画を掲載しております。
是非ご覧ください。

https://service.aainc.co.jp/product/letrostudio/?utm_source=letrostudio-rosette-casestudy&utm_medium=whitepaper&utm_campaign=letrostudio-rosette-casestudy
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動画制作ツール検討する際の

Check!



本当にツールを導入すべき？

動画施策では、活用したい動画のクオリティによって制作手段を選ぶことが大切です。動画を制作するに
あたり「動画制作ツールを導入し自社で内製」もしくは「動画制作会社へ外注」の大きく分けて 2つの手段
を選択することになります。それぞれ自社で動画を内製するのが向いている場合と、制作会社に外注するの
が向いている場合を解説します。

動画制作ツールを使用したほうが良い場合、しないほうが良い場合

動画のニーズが定期的に発生する場合は、動画
制作ツールを導入する方が良いでしょう。常に
更新し続ける必要のある SNS 投稿や、広告ク
リエイティブに動画を活用したい場合、考慮す
べきは「短期間で動画制作できるか」と「低
コストで制作できるか」です。

動画を制作会社に発注する場合、内容のすり
合わせや初稿案の修正など、動画が納品され
るまでに一定の期間を必要とします。また、経
験豊富な制作会社では、相応のコストがかかり
ますので、定期的に動画が必要な場合ではコス
トがかさむことになるでしょう。

そのような場合は、欲しい時に低コストで動画
を作れる体制を構築できる動画制作ツールを導
入するのが適しています。

「会社紹介動画」など、この先何年も使用し続
ける可能性のある動画の場合、動画のアウトプッ
トには高いクオリティが求められます。一球入
魂型で高クオリティの動画が欲しい場合は、
動画制作会社に外注するのが良いでしょう。

高いクオリティを必要とする動画には、編集技
術や使用する素材自体も高い品質が求められま
す。そのような動画を社内デザイナーに作って
もらったり、動画制作ツールを使用して制作し
たとしても、想定していたクオリティに到達しな
いこともあるでしょう。ここぞ！という動画が必
要な場合は、動画制作の経験が豊富で信頼で
きる制作会社に依頼するのが適しています。
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動画制作ツールの導入に
向いていない

動画制作会社に外注の方が良い場合

動画制作ツールの導入に
向いている

制作を内製した方が良い場合



本当に制作者のスキルにあうツール？
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動画制作ツールは、初心者でも簡単に作れるように設計されている場合がほとんどです。動画制作ツールで
は、「テンプレート」と呼ばれる動画フォーマットが用意されている場合が多く、制作者はテンプレートを加
工編集し、動画を制作していきます。

編集画面の操作性をチェックしよう

ツールによっては、クリエイティブの制作経験
が一切ない人にとっては制作しやすいが、ある
程度クリエイティブの制作経験がある担当者に
とっては使いづらいようなツールもあります。

初心者にとって使いやすいツールでは、テンプ
レート選択後の編集作業がシンプルで複雑な
編集を必要としないため、クリエイティブ制作
経験がなくとも簡単に動画を制作することを可
能にしています。そのようなツールでは複雑な
編集を必要としない分、1 動画あたりの制作時
間を短くすることができます。

「初心者なので操作性はシンプルな方が良い」
「とにかく工数をかけずに動画を作りたい」と
いう場合は、操作が簡単かどうかを比較ポイ
ントにするのがよいでしょう。

一方で、初心者にとっては使いやすいツールで
も、ある程度クリエイティブの制作経験がある
担当者にとっては使いづらい場合もあります。
テンプレートを利用し、型にあてはめて動画を
作るだけでなく、より独自性を出したい場合に
は編集の柔軟性も必要になってきます。ツール
によっては、テンプレート通りにしか動画を作
れず、独自性が出しにくい場合もあります。

「制作経験があるから編集は柔軟にできた方が
良い」「多少工数がかかっても動画のクオリティ
を最優先にしたい」という場合は、動画の編集
時に操作性が高いものを選ぶのもポイントです。

制作ツールを導入するにあたっては、制作を担う
担当者が使いやすいと思うツールを選定すること
が大切です。動画制作ツールを提供する会社に
よっては、無料トライアルという形で仮アカウン
トで操作方法を確認できる場合もあります。
ツール導入後の制作者が実際に操作をしてみ
て、使い勝手を確かめてから導入を決定した
ほうがよいでしょう。



損をしない料金体系？
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動画制作ツールによって料金体系が異なります。各ツールには独自の料金体系がありますが、一般的には月
額で料金が発生する場合がほとんどです。ツールの料金体系を比較するポイントとしては「制作本数制限の
有無」「ログイン人数制限の有無」の 2点があります。

自社にあった価格のツールを選ぼう

動画を制作した本数に応じて月額料金が決まる
料金体系です。1ヵ月あたりの制作本数が 10

本未満など、一定の数によって料金が異なりま
す。制作したい動画の本数がひと月 5 本以下な
ど、制作本数がある程度決まっており、数も多
くない場合はそれに見合った料金を支払うこと
になります。

「1ヵ月に制作する量が大体きまっている」
「そこまで多くの動画を必要としていない」

という企業には制作本数による従量課金体系
が向いているでしょう。

一方で、SNS や広告クリエイティブを多く作る
必要がある企業には、制作本数による従量課
金モデルが合わない場合もあります。

「1ヵ月に制作する動画は何本になるかはっきり
しない」
「沢山の動画を作っていきたい」

というような場合には注意が必要です。大量の
動画を作った月の請求額が増えたり、請求額を
抑えたいために本来作りたい動画を作れないこ
とになってしまう可能性があります。

例えば、制作会社に外注すると動画 1本あたり
5万円と仮定し、月額費用が 20万円の動画制
作ツールの導入を検討する場合、1ヵ月に 4本
以上の動画を作ればツール導入のほうがお得に
なると考えることができます。

このように動画制作ツールを導入する際は、他
の手段で制作する時と比べてどのくらいメリット
があるかを算出するとよいでしょう。” 作れば作
るだけお得” になるシステムなので、制作本数
を気にせず動画を制作したい方は制作本数に
制限がないツールを選ぶのもポイントです。

制作本数の従量課金



損をしない料金体系？
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自社にあった価格のツールを選ぼう

ログイン人数による従量課金

ツールを使って動画を制作する人数によって月
額料金が決まる料金体系です。ログインする人
数、すなわち実際に制作する人が多い程料金
が高くなります。

「動画制作を担当する人はすでに決まってい
て、今後も人数は変動しない」
「実際に動画を制作するのは 5 人以下」

という企業の場合は、ログイン人数による料金
体系を設定しているツールを選ぶとコストのメ
リットがあるでしょう。

一方で、いろんな担当者が制作する可能性のあ
る場合には、ログイン人数による従量課金体系
が合わない場合もあります。

例えば、複数部署で動画制作のニーズがある場
合や、商品やクライアントによって各担当者が
それぞれ動画を制作したい場合などは注意が必
要です。費用が大きくなるため、制作者を制限
して本来作りたい動画を作れなくなる可能性が
あります。そのような場合はログイン人数に制
限を持たない料金体系のツールを選ぶと良いで
しょう。

ログイン人数に制限がないツールのメリット
は、料金を気にせずいろんな人が動画を簡単
に制作できるようになる点です。

動画制作に携わる予定の担当者が多い場合、
またはいろんな担当者が気軽に動画を制作でき
る体制を作りたい場合には、ログイン人数に制
限がないツールを選ぶのもポイントです。

動画制作ツールによくある課金形態

制作本数による従量課金

ログイン人数による従量課金

上記の制限なし



まとめ
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動画制作ツールを導入する際にチェックすべき 3つのポイントをご紹介いたしました。
いかがでしたでしょうか？

まずは、本当に制作を内製したほうがメリットがあるのかから検討しましょう。

ツールの導入が最適と判断した場合は、次に各制作ツールの操作方法を試してみてください。
ツールによってはトライアルという形で操作性を確かめることができます。

その上で、どのような体制で内製化を構築するのがベストなのかを考慮したうえで、そのニーズに合った料金体系
のツールを選ぶのがよいでしょう。

このような動画制作ツールでは、最低契約期間が決まっている場合が多いです。ツール導入後に後悔しないため
にも、あらかじめしっかり比較したうえでツールを選定いただければと思います。

本当にツールを導入すべき？

本当に制作者のスキルにあうツール？

損をしない料金体系？



動画制作ツールをご検討の方へ

開催予定のセミナー一覧1人で月10本以上を制作！？
ANA X が動画制作のインハウス化に成功した理由

業界最大級の 1,000 以上のテンプレートと
パワポのような直感的で柔軟な編集機能で

「作りたい動画を誰でも15分で作れる動画制作ツール」

のご紹介

3分でわかる
LetroStudio の資料を請求する

記事を読む セミナー一覧へ

おすすめの「動画制作」関連記事 動画・SNSに関するセミナー開催中

https://service.aainc.co.jp/product/letrostudio/service_docrequest?utm_source=letrostudio-rosette-casestudy&utm_medium=whitepaper&utm_campaign=letrostudio-rosette-casestudy
https://service.aainc.co.jp/product/letrostudio/article/interview_anasales.html?utm_source=letrostudio-rosette-casestudy&utm_medium=whitepaper&utm_campaign=letrostudio-rosette-casestudy
https://service.aainc.co.jp/seminar/?utm_source=letrostudio-rosette-casestudy&utm_medium=whitepaper&utm_campaign=letrostudio-rosette-casestudy


調査方法：インターネット調査　
調査期間：2020年 12 月 8日～ 10日　
調査概要：動画制作ツール 10社を対象にしたサイト比較イメージ調査　
調査対象：全国、男女、30～ 69歳、動画制作担当者・関与者／ 517s　
比較対象企業：「動画制作ツール」Google 検索　上位 9社（2020 年 12 月 3日 9時 20分時点）

feature 02
“動かせない”  “追加できない”
“消せない” のストレスがない
自由度の高い編集機能

feature 01
業界最大級 1,000 のテンプレが
使い放題！
企画なしでどんどん動画が作れます

feature 03
LetroStudio 独自の
動くスタンプ機能で
静止画の動画化や
動画の賑やかしも簡単

feature 04
自社利用なら月額固定で
動画作り放題！
利用形態、目的に合う
プランをご用意

と思う
動画制作ツール

未経験者でも
制作が簡単

編集しやすい

と思う
動画制作ツール

サービスサイト

お問い合わせ アライドアーキテクツ株式会社 LetroStudio事業部

https://service.aainc.co.jp/product/letrostudio/

050-1790-7052 ls-ss@aainc.co.jp

幅広い企業の動画制作を支援

LetroStudioの特長

未経験者でも制作が簡単で
編集しやすい
動画制作ツールNo.1

https://service.aainc.co.jp/product/letrostudio/?utm_source=letrostudio-rosette-casestudy&utm_medium=whitepaper&utm_campaign=letrostudio-rosette-casestudy



